
The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

ト≡1　　　イ’

1　三　　　ノし　　　@支　　@
　
　ltl

1乏 69：25 − 2ド．

03 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　25Re ｝P、　Kyushu　Bl ．
』
、　C】1〔｝P　＄d、

し｝c、，Ja． Pa ．Tl　69：25−2

C20j3 大分県平坦 部における 秋播 性小 麦品種「イ ワ イノダイ

」の播種早限 　　　　 　 　
　
　
　
　　小野　 一3

− 1 ．［． 也
1 河津　1告：・t ．・

’1．：

宮1｝− 1 ｛ ’ 　 tt 大
分県

農 業技術セ ン
ター
・　 ノく

分 県1 旦 L 産 課・． 大 分県 東国 東 地 方 振 興 局
農
業振岨普

センター：：：111 ：nrly　limit 　ot．＄eediug　whlteL ．“，heat 　cultivlr ” Iwa．in〔）daichF　
［
n　
［
’lat ／t’L］’eas　of　（⊃it ．a 　P

D じfoc しureKa 乙uya　ON（〕1 ． ，． Kohli　KλwA匕L．1　／1．nd　R 〜・［．上ichi
　
U・ T・

Fi

FN〔．）MI、・、
（
［．〔．） ita　Ag ．ric．　Res．　Cent ．

．
，　iOiし

a
．
　Pr・ef．　A 呂

．
1 ’ iCIU】t・ ut

’a［Diviston，． 1；Higashikunis｝］．ki　Ag．1．．t 〔：． ［i：x

n ．　 Cen しer ） 　大 分 1 恥 1 冗 坦 部にお け る 小 麦の

熟 朋は 6 月上旬 で あり． 収机期 の 雨害 や 近イ 1 三   「 ．植が増

つ つあ る 水 稲 と の 作期

合 が問 題 とな っ ている ． 　 これ ま で に も 早生 品種

普 及 に 移 さ れて い る が ， 問題 点 を 解決 す る まで に は

ら
な

か
っ た
．
対処方法
と
しては ， III」 1 ．t． ［ ： 11 占 種 を 1：」：1 い た早・

播
に よる

熟 期
の
lli ∫ 進」が・ 白 ．効な手 技

の
．つであ るが． 従来 の秋播性

低
い11 卍1種 を〒L 播し た± 」 ，｝ ． 合 ，成i填 期は ． 早 ま るも

の ， 寒害回 避 の， ［ 無 で 問題が あった， そ こで， 大 分県

は 平成
Ll年に

．秋 播性が高 く，早 播した 場合 の ’ t ． 』吉の

険 性 が
従
来の品 種． よ りも 小 さいという特性

を 持つ ．ノし 州農業試 験場

成tlf）小．麦品種
イ
ワイ． ノ ダ．イチ1藤 1 ：1 」1997 ， 1 ．

「谷ら 20 〔 〕1 ：： 1 を認定品 種 に 採 用 した． 　 本 研 尤

は ， 5 月 未

の
⊥1又穫を H 的 とし ，大 分 県平 坦部

に
おいて本」lrli1 種 を 栽

吝 した 場合の 生育’！l 　Utli と寒 害発生 に つ い て 訓 査

行い ． 早 ・播す る 」 昜

の播 種甲．

に つ い て明らかに し た ので 幸
k

告 する． 材 料と方 法 　
試験はプく分

農 業技 術ヒンター水 1「 「 利用部 1 劃 場U ； 票ii’t］18m 〕

，1997 年（播 種年． 以 下同 じ：か ら 20｛） 1年 に 行っ た ．

供試 品 腫は． イ ワ イ
．ノダ

イテ ｛播 性程度 IV ） を用 い， チ クゴ

C ズ ミ〔播性 群
度工．．

一
且
）
を比較品

柿

と
し

た．播 種期は
1
〔
〕

月6．三 卜 旬 　1 ：：以一ト ．
．　

1 亟
1
〒
1彳

と ll己’す1 〕 ，　⊥⊥月2 半 ｛」 　（L！ λ
1
・．

，
　III ． 播：〔1 ）と記 す

，⊥ ⊥月
3
半
匂1：：以 卜． ．⊥1 」 ． 播  と．己す II ，11月5

半旬（以一 1．・． ， 標 準播 と 記 す 〕 の4 播 種 期を設

た．．各 試 験 年 次 の 播 種口， 耕 種 概要につい ては 第 1 表

示 した ． 　稈長 訓 査 は小麦の生 育状1 地に基

き，1 月上旬以降に約 第1表各試験年次における播種期及び耕種概要． 播　櫨　年．

　　　1997　　　
1998

　　　1999 　　　2000 　
　　20011 〔｝1 ］「1馴∫鬲『（ 『彳了・

： 〕 た ． FJ ， ， 1 ． 査 ’ ［間材数 は10 ｛ 固イ 本とし，　 ： ド

≦の犁 1 鳳ミ を測 定した．な お ．稈長 が2 〔hnLn
達し た El を 茎 立 期と し，

稈
長調 査 の 結果から 回 帰 式に より

出 し た．幼穂 凍 死 型 寒害の 冽 査 は 稈 長調 査 と 同 1 ．時

行 い ， 12 個体の
屯
茎を調 査した

花粉 不
稔 型寒害1 ． こつ

て
は

迂 観 で調査した ． 　　

早
播 　

　　一　　 　10．30

雛所播 ・・．…　．・期．　 ；1．12Ll．13旦騨播⊥⊥．25．、。一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@

　　　　 　 　 　一　 　 　　　　　

　 　　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　
　

　　　　　　 　 　　　　一1i ． 5　恥1、6 　

上r 　9

1 ．．12 　
　
1 ． ］．3
　

　 一 上

22 　 　　 　上 1 ．24 　　　　 11 ．．22 結果と考 察

耕 　播 種様式

  　 　播 種量 概 要　施 肥法 畦立2 条

（ 畦幅140 じ 田， 播幅

cm，条問30cm ） 0、5kg／a5 −2（窒 素成分量kg ／ lOa ： 基 肥一

t 期 ） 1 ．播 種期別の茎立特性 　1998年 の極早播とユ99
| ．． 200111 三 の ． 1 〒 ・ 播   の 年次毎の祥 長 の 推 移

第
1
図に示した． 楫早播，早播：：L．ともに ， 試

丐，
こ 年 次を 通じてイワイノダイチの方がチク

イ ズ ．ミ に比
べて
稈．艮 の伸 びごカ  」カ・った，τ茎 立 ： JV ］

は

　チクコ ． t イ ズミ カ f ユ）］281：1−．．2 丿119H で5か 年の．

ド 均が2月iS「］，標準 偏 差は8．9 で あるの に 対 ． し．イ ワイノ

イチは2 丿 ．［13
「「 ．一．2月211 ］で 5 か fトの平

均

が21．亅17「］，

準偏差は4 ． 6 と なリ， チ クゴイ ズ ミに 比

ベ
イ
ト
≠変 動が小 さ く

，
一ド 均

II
［］遅か っ た．すな わち，1巫1〒1 ．播 ． ・ ． 　EiT． 掻 、 LI で は イ ワ

．ノ ダイ チ の 方 が 茎 1’ L ’． が． 遅 く，

れは ．大画ら （U997）の干 1 之告と．．一 ．」交し，
さら に 茎IZI ［．一

す る気 象の年ズ変 動
の

影
饗が小さいこ

とが明らかとなっ た． 　次に，1997〜200〔｝年 の

播、 三：1 の 年 〜欠 bJ ． の稈艮の推
移を第2 図に示した．前述した趣 lll． 播．〜⊥

ﾃ 許、工． 1 に比 べ ると illiill ， illiel の稈
長の f 巾 びの差は

さいが，極 早イ番一・ ．．
甲．播ぼ： ：、と III様に 戯

号
受
の↑11 イ びは

．
イ
ワ
イ．
ノ
ダイ チの 方が言鵡ぺト

を 通1；て遅か’ 二． ）た．至」 ． f ： y，
Jl

は、” f ’ ク ：r

．イ ．ズミ｝ゲ2）：「21 −「．．
−21
亅 211− 1”tt’4か年の三F 土勺力ぎ 2月13日，標準偏差

8 、5であ る の｝． 二 対 ．し ，イ ワ イ ノダイチ ｝ ま 2月14
1 ． 一．2 月 26H て tt 　4 カ・イ

rσ）三 ｛三ナ≦丿力て2月 Lt 　Hヨ，

1 票 轌集↑ 扁 者 ≡ は 5 ．1 と なリ，チク ゴ イズミに 比べ 年 りこ 変

が 小 さく． 平
均

で 81 ］ 遅 かっ た ．す なわ ち ．極

播 ． 一一早揺、．
Lと同ヰ汞に，1〒［．播   でも ．イ ワイノダイ チ

の

方
が

圭1 ： 1 ：が

く ， 莞 立 に 対する 気象 の年 次 変動の．影 響 は 小 さ い こ
と
が 明 ら

と な っ た． 　 次 に ， 1997 − ． ．．2001 イトび）

潭 甘 番の 年
次
彳」 丿 ｝ の 干 圏il 長 の 推 移 を第 3 図に 示 し

， 標 準 播 で の 稈 長 の fL ［ i び は イ ワ イ ノ ダ． イ チ

チ
ク

ゴ イ ．ズミで ほ とんと 走 が な か った ，このため，5 か 年

ﾌ 茎立 期の 「 卜
均
は
チクゴ

ズミが
3
月 5 凵 ， イ ワ イ ． ノダ イ チ が 3 月 4H とな り ， ほぼ 同



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

26

〔：1997）は，11月15日以 降 の 播 種 で は 播 性 に よ る 茎立 期 の

差 は 明瞭 で ない こ と を 報 告 して お り，本 研 究の 結果 もそ れ

と　
・
致 した ．しか し，甲播   ，  と同 様 に，茎 立期 の 年次

変動 はチ ク ゴ イズ ミ が 2 月 17H ．− 3 月15日で 標 準 偏 差 は

10．5で あ る の に 対 し，イ ワ イ ノ ダ イ チ は 2 月27日
〜3 月12

［で 標 準偏差 は4．7とな り，イ ワ イ ノ ダ イチ の 方が 小 さか っ

た．す なわ ら，極 早播 一早 播  ，  と同様 に ，標準 播 で も

イワ イ ノ ダ イチ の 草立 に対 す る 気象の 年次変動の 影響は 小

さ い こ とが 明らか とな っ た．

　 なお ，5 か年の 全播 種 期 を込 み に した 茎 立期 の 変 動 1隔は

イワ イ ノ ダ イチ が 39日，チ ク ゴ イズ ミが 69H で あ り，イ ワ

イ ノ ダ イチ の 茎立 期は 播種期，年次 に よる 変動 が小 さ く，

3に〕

25

一≡冂
ゴ
珱｝．齟＋

十
　ど　　f””

’
　 ノ

　 　 ‘”　　　　　　■

tt・
　
＋
　　　　　　ゴ

十

　 　 　 　 茎 †．厂朋　　　，
　 　 　 　 　 　 ド

」 〜二・
払 諺

＋／ x 　 　　
X
　
…．

［1、．t／〔．

3025

，一
罍．
里冖
直

1［］

5

1．L／， ttIH

　第 1図　極早 播 及 び 早播   で の稈 長 の 推移．

注 11 実線 は イワ イ ノ ダ イチ ，点線 は チ ク ゴ イ ズ ミを示す ．
注2 ）図中 の ポ イ ン トは播 種年 で ．● ：Tgf）7，▲ ：lgg8，
　 　 ■：1999、x ：200e，◆ 　LtOOIo）早播 1  ．
　 　 何 し＋ は ［998 の 極早播を示す ，

’
　 1」’

o

」2／］1／　 　 　 　 1／．q　 　 　 　 1．．．1「，　 　 　 　 1ド2／ト　 　 　 　 ユ．．．呂　 　 　 　 t／’IS　 　 　 　 こ．’IS
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l冂’ rl

　　　　 第 2 図　早 播  で の 稈長の 推移，

 
：餐1）実線 は イリ イ ノ ダ イ ヴ ，．1．了｛銀〔よナ ク コ

巾
イ ズ ミ を』汀こ弓、

　ゐを2 ）　図
1：［，「v｝7ドで ン ト1ま亅暗千重f行

．
百，　● ．1997，　▲ ：19gS，

　 　 　 ■ ；1999、x ：LouOをぶす 、

302520

妻15

壷
　 105

　 　 　 1．．24　　　　　　　2t3 　　　　　　　2t　13 　　　　　　　2．．23 　　　　　　　3．．5 　　　　　　　3．．．15
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け1．ド 1．II
　　 　第 3 図　標準播 で の 稈 長の 推移．

注 1）実線 は イワ イノ ダ イチ 、点線 はチ クゴ i ズ ミ を示す 、
「二1．／　2 〕図 li「の ポ イン トは播 種年 で 、● ：［gg7，▲ ：lgg8，
　 　 ■ 　 1999．× ：2〔）eo、◆ ：LC｝岨 を示 司．

安 定 して い た ．

2 ．寒 害の 発生 程度

1 〕 幼 穂凍死型 寒害

　茎 立期 と関係 の 深 い 幼穂 凍 死型 寒害 の 発生 は，播 性 の 高
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告 さ れ て い る （岩淵 ら 1999，福 嶌 ら 2001）．本 研究 に お
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甚 を O ．．5 て 示 す、
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10年 間の 気 象デ
ー

タ を用 い て それ ぞ れの 寒 害 に 対 して 安全

と考え ら れ る 時期 に つ い て 考察 した ．

1）幼 穂 東死 型寒害

　幼穂 凍 死 型寒 害 が 発生 す る 温度 は，目安 と して一2、5℃以

卜
．
と され て い る　〔九 州 農業試験 場 　197⊥〕．しか し．こ れ

に は低 温 の 持 続時間 等の 関係 もあ る ため ，本研究に お い て

メ（象 デ
ー

タで の 殿低気 瀛が一2．5℃ で も，幼 穏凍 死型寒害 調査

で は寒 害が 観察さ れ な い 場 合が 多か っ た．そ こ で，試験 を

行 っ た1997．−2001年 につ い て 幼穂 凍死型 寒害の 発生 と同時

朋の 最低気温 に つ い て 見 る と，−3．O℃以 下の 低 温発生が 幼穂

凍死 型基 吉の 発 生 とよ く
一致 して い た，こ の た め，本 報告

で は 幼穂凍死型寒害が発生 する 温度の 「i安 を一3．0℃ と した．

　過 去10年 間に お け る 各品種，各播 種 朋 の 茎立 明以 降 に，

半旬単位 で 最低気温 が一3、o℃以 下 とな る 出現頻 度 を第 4 図

に 示 した ．こ れ に よ る と，恒早 播一早播   の イ ワ イ ノ ダ イ

チ ，極 早播 一早播  の チ ク ゴ イ ズ ミ の 茎 、ン：期 とな る 2 月 3

半旬 まで は，幼穂凍死 型λこ害が 発生 す る 低温 に 遭遇 す る 危

第 3 表 　播種期別の 生育及び 収量 ・品質．

櫺 種期 　　　品種 名　　茎 立期　　　出穂 期　　　成熟期
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　 　 第 5 図　出穂期 と最低気温の 半 旬別 出 現頻 度

　 　 　　 　 　 （1992〜2001＞．

〜
：1三　⊥　）　　」・LrVl］　こ」亅こ

．
デ玄 ；掃力

｛
　】　H　⊥怯．ヒ：観｝興1」　LX　矛L　；一　’「　句 e

’
）III　上見珍自「乏．’

　　 カ ッ コ
‘．

きの
君

ノイ 、チ ク ゴ は そ れ ぞ れ イ ワ イ ノ ダ f チ 「チ ク ゴ

　 　 イ ペ ミ を刀て L、だ
．
申し そ
”
才L ケ」ま番硫 則la）f土↓看惶昇亅f 表

．
ポ．な 才i、　 IIIIrfLkH

　 　 ［iti早．損 が 1998年 、その 池 は ］997 − 2［馴 ）年 の
て1上」f［h．

27

険性 が 高 い ．こ れ は，幼穂凍死 型寒害調査 に お ける そ れ ぞ

れ の 播種 期 で の 幼枦 凍死 型寒 害 の 発 生 と
一

致 した，こ の た

め ，安 全 な茎 立 期 は 2 月 4 半 旬 以 降 と推 察 され た．

2 ）花粉不 稔型 寒害

　花 粉 不 稔型 寒害 は，穂孕 期 に は一1．0℃，出穂 期 に は 0 ℃

以下 の 低温 に 遭 遇す る と発生 す る と されて い る 〔九州 農 業

試 験 場 　1971）．幼穂 凍死 型 寒害の 場 合 と同様 に，過 去 IO

年 間 に お い て 半旬 単 位 で 最低 気 温 が 0℃ お よび一1、0℃ 以 下

に な る 山現 頻 度 を第 5 図 に 示 した，こ れ に よ る と，極
ト

tl
．

播 一早播   の 両 品種 が 出穂 す る 4 月 1半旬ま で は 花粉 不稔

型寒 害 が 発 生 す る 低 温 に 遭遇 す る 危 険性 が高 い が，2 半旬

に な る と出現 頻 度は20％ と低 くな る．こ れ は，花 粉不 稔型

寒害 調査 に お ける それぞ れ の 播種期で の花粉不 秘型寒害の

発 生 と
．．一・

致 した．こ の た め ，安 全 な出穂期 は 4 月 2 ．半旬以

降と 推察 さ れ た，

　以 上 の 結果か ら，寒害厠避の 点で 安 全な 播種期は．イワ

イノ ダ イチ で は
FT］・播 の の ll月 3半 旬 以降，チ ク ゴ イズ ミで

は 標 隼播で あ る．さ ら に，本 試験 の 目的 で あ る 5 月末 収穫

は 両 品種 と もに標 準播 で は 困 難 で あ る ．した が っ て．寒害

を 回避 し，5 月末の 収 穫 が 凵J
．
能 な品種 は イワ イ ノ ダ イチ で

あ り，そ の 播種早 限 は 11月 3 半旬 と考 え られ た，

摘　　要

　秋播 性 の 高い イワ イ ノ ダ イチ の 5 月末収穫を 目的と して ，

大 分 県平 坦部 で 早播 した 場 合 の 生 育特性 及 び寒 害発 生 に つ

い て 調 査 を行 っ た，イ ワ イ ノ ダ イチ の 茎 立 朋 は 秋播 性 の 低

い チ ク ゴ イズ ミ と比べ ，播種期 に 関わ らず 年次変動が 小 さ

か っ た．さら に ，早 播 で の 茎立 朋 は チ ク ゴ イズ ．ミよ り も遅

く，成熟 明 は 削進 L た．こ の た め ，幼穂 凍 死 型 寒害 の 発 生

は 少 なか・
二） たが，ll月2半旬播で は 出穂期が 4 月 1 半旬と

な り，花 枌不 稔型寒 害 に遭 う危 険性 が 高か っ た．した が っ

て，イ ワ イノ ダ イ チ で 寒害 を回避 し，5 月 末 に 収穫 で きる

播 種 li［．限 は ll月 3 半旬 と考 え られ た．
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